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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
獲
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

　
、
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
丈
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
三
校
・
詞
書
館
・
其
他
の
團
艦
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

曾
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
外
画
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
荘
は
票
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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會

告

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
豫
告

日
時
　
十
一
月
三
日
（
月
）
午
後
一
時
牛

會
場
　
京
都
大
學
文
學
部
第
七
講
義
室

一、

ﾃ
典
イ
ン
ド
に
お
け
る
創
造
の
概
念
…
…
…
京
都
大
學
教
授
　
服

一、

件
装
¥
現
の
背
景
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
京
都
大
量
助
高
言
　
佐

々

部
木

績　正
不丞

㊥李明

※
右
絡
了
後
京
大
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
工
費
約
四
千
圓
）

※
所
属
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
歌
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
學
曾
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

※
當
分
の
間
、
本
學
會
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
、
京
都
大
紫
交
學
部
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
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様
な
一
見
純
粋
に
理
論
的
な
問
題
に
際
し
て
も
、
其
の
根
底
に
、
若
き
思

想
家
達
に
於
け
る
・
具
体
的
な
歴
史
的
現
実
と
の
・
絶
え
ざ
る
思
想
的
格

闘
が
存
在
し
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く

て
、
自
己
自
身
の
歴
史
的
現
実
と
の
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
的
対
決
を
主
題

的
に
問
わ
な
い
場
合
、
「
反
省
形
式
へ
の
変
化
」
の
「
必
然
性
」
の
解
明

は
、
其
の
最
も
核
心
的
な
部
分
に
お
い
て
、
数
多
く
の
未
解
明
の
も
の
を

残
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
之
が
評
者
の
結
論
で
あ
る
。

　
最
後
に
第
三
の
問
題
、
即
ち
「
反
省
形
式
」
の
中
に
結
贔
し
た
思
索
の

内
容
と
其
の
独
自
性
の
解
明
に
就
て
。
一
二
の
点
に
関
し
て
は
、
少
く

と
も
纂
実
関
係
に
関
す
る
限
り
、
一
三
は
、
著
者
の
見
解
を
根
本
的
に
支

持
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
我
々
が
現
時
点
に
於
て
入
手
可
能
な
・

へ
！
ゲ
ル
及
び
シ
ェ
リ
ン
グ
の
全
集
乃
至
関
連
資
料
に
基
づ
く
限
り
、
著

老
の
解
明
し
得
た
事
柄
は
一
般
に
承
認
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
る
。

　
以
上
、
本
書
を
構
成
す
る
三
つ
の
主
要
問
題
に
即
し
て
、
評
者
の
見
解

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
此
の
批
評
が
何
ら
か
の
学
問
的
対
話
の
発
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と
成
ら
ん
事
を
切
に
願
い
つ
つ
欄
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し
た
い
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盒
日

出口

「
、
ホ
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
厘
吉
田
京
都
大
學
交

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
贋
、
但

し
、
會
誌
数
冊
分
）
を
お
佛
五
聖
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
蛮
彊

に
損
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
庭
一
番
町
一
七
番
地
創
交

祉
（
振
替
口
座
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
曾
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
添
書
宛
に
御
通
目
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
瞠
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
五
日
印
刷

昭
和
六
十
」
年
九
月
二
十
日
　
褒
行

編
輯
兼

蛮
行
人

編
輯
代
表

編
輯
組
当

馬酒輪
　　大　　都肇
惑乱箋
　町内

學

正修會

蛋
捌
所

印
　
刷
　
所

譲
創
　
文
　
肚

久
保
井
　
理
津
男

禦
京
都
千
代
田
匠
一
番
町
一
七
番
地

振
替
口
座
　
東
京
二
i
九
二
四
七
二

電
譜
東
京
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東
京
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京
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－
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註
　
文
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定

「
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
事
」
へ
御
串
道
下
さ
い

一
、
本
誌
の
冠
註
交
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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